
光
客
の
興
味
は
台
湾
の
グ
ル
メ
や
お
し
ゃ
れ
ス
ポ
ッ
ト
に
集
中
し
て

い
て
、
台
湾
の
歴
史
や
文
学
、
ま
し
て
や
児
童
文
学
に
は
な
い
。
台

湾
の
児
童
文
学
は
い
ま
だ
「
中
国
児
童
文
学
」
の
中
に
埋
没
し
、
多

く
の
日
本
人
に
は
そ
の
違
い
も
認
識
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

＊
「
独
立
」
に
ゆ
れ
る
台
湾

か
く
言
う
私
自
身
に
し
て
も
、「
台
湾
」
や
「
台
湾
児
童
文
学
」

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
に
台
北
で
開
か
れ

た
第
五
回
ア
ジ
ア
児
童
文
学
大
会
の
時
か
ら
で
あ
る
。

私
が
中
国
語
を
学
び
始
め
た
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
、
台
湾
は

ま
だ
戒
厳
令
下
に
あ
り
、
国
民
党
一
党
支
配
下
に
あ
る
反
共
国
家
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
、
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交

正
常
化
以
来
、
メ
デ
ィ
ア
も
日
中
友
好
優
先
で
、
台
湾
を
積
極
的
に

取
り
上
げ
な
い
よ
う
「
忖
度
」
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
中
国
関
連
の

本
を
読
み
ま
く
っ
て
い
た
私
で
あ
る
が
、
台
湾
関
連
の
本
の
記
憶
は

あ
ま
り
無
い
。
あ
え
て
言
え
ば
、
父
の
書
棚
に
あ
っ
た
邱
永
漢
の
経

済
本
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。
あ
の
頃
の
私
に
と
っ
て
、
台
湾
は
「
見
え

な
い
」
存
在
だ
っ
た
。

台
湾
が
視
野
の
内
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
一
九
八
七
年
に
戒
厳
令

が
解
除
さ
れ
て
、
民
主
化
運
動
が
高
ま
り
を
み
せ
る
一
九
九
〇
年
代

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
頃
か
ら
、
台
湾
は
中
国
大
陸
と
は
違

う
、
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
映
画
や
文
学
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
台
湾
ニ
ュ

ー
シ
ネ
マ
が
話
題
と
な
っ
た
の
は
こ
の
頃
だ
。
侯
孝
賢
監
督
の
『
非

情
城
市
』（
一
九
八
九
年
）
や
『
戯
夢
人
生
』（
一
九
九
三
年
）
を
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
に
見
に
行
っ
て
、
歴
史
的
な
背
景
が
よ
く
分
か
ら
な
く

て
居
眠
り
を
し
、
け
れ
ど
こ
れ
は
分
か
ら
な
い
で
済
ま
し
て
は
い
け

な
い
の
だ
ろ
う
と
強
く
感
じ
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
こ
れ
が
私
と
台

湾
文
化
と
の
最
初
の
接
点
で
あ
る
。

さ
て
、
私
が
台
湾
児
童
文
学
と
出
会
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ア
ジ

ア
児
童
文
学
大
会
と
い
う
の
は
、
韓
国
の
李
在
徹
教
授
の
発
起
に
よ

り
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
東
ア
ジ
ア
の
児
童
文
学
関
係

者
を
中
心
に
、
研
究
発
表
と
交
流
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
九

九
〇
年
に
第
一
回
大
会
が
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
て
以
来
、
韓
国
・
日

本
・
中
国
・
台
湾
の
順
に
隔
年
で
大
会
を
開
い
て
お
り
、
第
五
回
大

会
は
、
一
九
九
九
年
八
月
八
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
台
北
市
立
図
書

館
で
行
わ
れ
た
。

今
か
ら
思
い
返
し
て
み
て
も
、
あ
の
時
の
ア
ジ
ア
児
童
文
学
大
会

に
対
す
る
台
湾
側
の
力
の
入
れ
方
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
の
国
際
大
会
の
よ
う
な
華
や
か
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

後
、
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
当
時
台
湾
の
総
統
だ
っ
た
李
登
輝
氏
が
、

祝
辞
を
述
べ
に
登
壇
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

か
つ
て
I
B
B
Y
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
大
会
（
一
九
九
八
年
）
に

お
い
て
、
日
本
の
美
智
子
皇
后
が
基
調
講
演
を
し
た
と
い
う
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
国
家
元
首
ク
ラ
ス
が
児
童
文
学
の
大
会
に
参
加
し
て
祝

辞
を
述
べ
る
と
い
う
の
は
、
他
に
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
無
い
。
総
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